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みかんと俳句の里　愛媛の地で就農を考えてみませんか 
　　（財）えひめ農林漁業担い手育成公社理事長　高浜 壮一郎 

えひめの就農支援相談窓口と県段階の支援措置 

レモンの島に思いを重ねて　　古川 泰弘さん・由希子さん 

トマトに魅せられて　　倉本 正勝さん 

「農的暮らし」を楽しむ　　山岡 亨さん 

「
愛
媛
県
」
と
聞
い
て
、 

多
く
の
人
が
、
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、 

「
み
か
ん
」
だ
ろ
う
。 

み
か
ん
が
代
名
詞
に
な
る
ぐ
ら
い
、 

温
暖
で
暮
ら
し
や
す
い
気
候
の
地
・
愛
媛
。 

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。 

穏
や
か
な
瀬
戸
内
・
宇
和
海
、 

耕
し
て
天
に
至
る
段
々
畑
、 

清
ら
か
な
流
れ
に
潤
う
里
、 

爽
や
か
な
空
気
に
満
た
さ
れ
た
青
い
山
々
―
―
。 

美
し
く
、
優
し
い
自
然
・
文
化
・
風
土
を
有
し
て
い
る
。 

思
い
描
く
農
業
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、 

皆
さ
ま
ざ
ま
。 

あ
な
た
の
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を 

愛
媛
で
探
し
て
み
よ
う
。 

EHIME Special

穏
や
か
な
海
の
向
こ
う
側 

愛
媛
に

帰
農
す
る
と
い
う
選
択 



EHIME Special「
愛
媛
」
と
は
、
美
し
い
媛
、
す
な
わ
ち
美

し
い
女
性
の
意
味
で
、
古
く
８
世
紀
に
編
さ

ん
さ
れ
た
日
本
の
誕
生
期
の
神
話
を
集
大
成

し
た
歴
史
書
、
軈
古
事
記
軋
に
も
そ
の
記
述
が

見
ら
れ
ま
す
。
愛
媛
県
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

穏
や
か
な
気
候
風
土
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
本
列
島
を
構
成
す
る
四
つ
の
島
の
一
つ

で
あ
る
四
国
は
愛
媛
、
香
川
、
高
知
、
徳
島

の
４
県
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
も
大
き

い
の
は
人
口
１
５
０
万
人
、
面
積
５
６
７
４

裄
を
有
す
る
愛
媛
県
で
す
。
四
国
の
西
北
部

に
位
置
す
る
愛
媛
県
は
、
東
南
に
横
長
く
、

東
は
香
川
・
徳
島
の
両
県
、
南
は
高
知
県
と

接
し
て
い
ま
す
。

北
は
瀬
戸
内
海
、
西
は
宇
和
海
に
面
し
、

１
６
３
３
㎞
に
も
及
ぶ
海
岸
線
を
持
ち
、
南

に
は
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
（
１
９
８
２

袤
）
を
有
す
る
四
国
山
地
が
あ
り
、
平
地
は

少
な
く
傾
斜
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

瀬
戸
内
海
、
宇
和
海
に
は
大
小
２
０
０
余
の

島
々
が
散
在
し
、
海
、
山
の
自
然
の
景
観
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
気
候
は
温
暖
で
（
年
平

均
16
〜
16
・
５
℃
）、
降
水
量
は
少
な
い
（
年

降
水
量
１
３
０
０
〜
１
６
０
０
ミ
リ
）
瀬
戸

内
海
気
候
と
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
の
農
業
は
、
瀬
戸
内
海
気
候
の
も
と

に
、
果
樹
、
畜
産
、
コ
メ
を
基
幹
と
し
て
多

種
多
様
な
農
産
物
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
沿
岸
地
域
や
島
し
ょ
部
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
柑
橘
類
の
栽
培
規
模
は
全
国
一
を

誇
る
な
ど
、
西
日
本
に
お
け
る
有
力
な
食
料

基
地
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
平
坦
部
が
少
な
く
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
急
傾
斜
地
域
で
あ
る
県
南
部
（
南

予
）
地
域
を
中
心
と
し
た
沿
岸
地
域
と
県
中

央
（
中
予
）
・
県
東
部
（
東
予
）
地
域
の
島

し
ょ
部
で
は
、
適
地
適
作
を
基
本
と
し
た
果

樹
生
産
が
、
集
団
的
な
農
用
地
が
少
な
い
農

山
村
地
域
で
は
、
コ
メ
、
野
菜
、
果
樹
、
畜

産
等
多
種
多
様
な
農
産
物
の
生
産
が
、
ま
た
、

平
坦
地
域
に
お
い
て
は
、
水
田
農
業
に
加
え

て
施
設
野
菜
・
花
き
生
産
を
農
業
生
産
の
柱

と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
新
た
に
農
業
を
や
り
た
い
、
Ｉ
・

Ｊ
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
た
い
、
定
年
後
は
生

ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
で
暮
ら
し
た
い

な
ど
、
農
業
・
農
村
を
目
指
す
人
々
が
増
え

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
希
望
に
応
え
る
た
め

の
総
合
窓
口
と
し
て
、
愛
媛
県
で
は
「
財
団

法
人
え
ひ
め
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
公
社
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
社
で
は
、
新
た
に
就
農
し
よ
う
と
し
て

い
る
人
か
ら
の
相
談
、
情
報
の
提
供
、
農
業

体
験
や
研
修
先
の
紹
介
や
支
援
事
業
の
実
施
、

さ
ら
に
は
、
農
業
研
修
資
金
の
貸
付
な
ど
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
公
社
の
門

を
叩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

県
内
市
町
で
は
、
実
習
農
場
を
備
え
た
研

修
農
場
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
県
で
は
、
県
立
農
業
大
学
校
に
お

い
て
新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
、
農
業
の

基
礎
研
修
・
実
践
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
の
試
験
研
究
機
関
（
農
業
・
果
樹
・
畜

産
・
養
鶏
等
各
試
験
場
）
に
お
い
て
も
作
物

の
栽
培
技
術
・
家
畜
の
飼
養
技
術
研
修
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
愛
媛
県
で
は
就
農
希
望
者
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
愛
媛
県
で
の
就
農
を
希

望
さ
れ
る
方
の
総
合
相
談
を
、
先
に
紹
介
し

ま
し
た
譛
え
ひ
め
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
公

社
で
実
施
し
、
地
域
や
生
活
に
関
す
る
情
報

提
供
や
農
業
法
人
で
の
研
修
を
希
望
す
る
方

へ
は
、
県
下
５
カ
所
の
地
方
局
農
政
普
及
課

及
び
地
域
農
業
指
導
班
で
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
団

塊
の
世
代
の
方
々
を
対
象
に
、
定
年
退
職
後
、

愛
媛
県
へ
の
帰
農
・
移
住
を
促
進
す
る
「
え

ひ
め
団
塊
の
世
代
等
就
農
促
進
事
業
」
を
、

市
町
や
県
内
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
気
候
温
暖
な
瀬
戸
内
愛
媛
で
農
業
を
始
め

た
い
」「
生
ま
れ
育
っ
た
愛
媛
で
暮
ら
し
た
い
」

な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
考
え
ま
す
。

就
農
・
帰
農
希
望
の
皆
さ
ん
に
は
、
愛
媛

の
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
「
夢
」
を
か
な
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
媛
の
農
業

農
業
を
始
め
る
た
め
に

農
業
研
修
先
に
つ
い
て

就
農
希
望
者
へ
の
支
援

み
か
ん
と
俳
句
の
里
愛
媛
の
地
で

就
農
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

財
団
法
人

え
ひ
め
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
公
社

理
事
長
　
高
浜
壮
一
郎

愛
媛
の
由
来

愛
媛
の
位
置
と
気
象
？



松山市 

今治市 

上島町 

宇和島市 
 

伊方町 

新居浜市 

西条市 

大洲市 

松前町 
 

四国中央市 
 

東温市 

内子町 

西予市 

鬼北町 
 

愛南町 

砥部町 
 

伊予市 
 久万高原町 

 

松野町 
 ● ● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
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愛媛県庁農林水産部 
　農業経営課担い手対策推進室 
（財）えひめ農林漁業担い手育成公社 

今治地方局農政普及課 

愛媛県立農業大学校 

（社）久万高原農業公社 

西条地方局農政普及課 

松山地方局農政普及課 

八幡浜地方局農政普及課 

内子町農村支援センター 

西予市農業支援センター 

愛南町農業支援センター 

（社）鬼北町農業公社 

宇和島地方局農政普及課 

松野町農業公社 

八幡浜市 
 

農林水産部農業経営課 
担い手対策推進室 
 
県立農業大学校 
 
西条地方局 農政普及課 
 
今治地方局 農政普及課 
 
松山地方局 農政普及課 
 
八幡浜地方局 農政普及課 
 
宇和島地方局 農政普及課 

松山市一番町４－４－２  
 
松山市下伊台町１５５３ 
 
西条市丹原町池田１６１１ 
 
今治市旭町１－４－９ 
 
松山市北持田町１３２ 
 
八幡浜市北浜１－３－３７ 
 
宇和島市天神町７－１ 

089(912)2553  
 
089(977)3261 
 
0898(68)7322 
 
0898(23)2570 
 
089(921)2834 
 
0894(23)0163 
 
0895(22)3514

愛媛県内  
 
愛媛県内 
 
西条市、四国中央市、新居浜市 
 
今治市、上島町 
 
松山市、伊予市、東温市、 
久万高原町、松前町、砥部町 
八幡浜市、西予市、大洲市、 
内子町、伊方町 
宇和島市、松野町、鬼北町、 
愛南町 

名称 住所 ＴＥＬ 管轄 

財団法人えひめ農林漁業担い手育成公社 
〒790-8570　松山市一番町4－4－2　 
TEL 089（945）1542　FAX 089（932）7825 
URL http://www1.odn.ne.jp/cek31650/

●えひめ農業入門塾（基礎コース） 
 （愛媛県立農業大学校） 
　農業に関心のある他産業従事者等を対象に、土、日曜日
を利用した就農準備のための基礎研修を実施します。 
  
●えひめ農業入門塾（実践コース） 
 （愛媛県立農業大学校） 
　就農を考えている人を対象に、講義及び実践的な実習を
通じ、農業を行うために必要な知識や栽培技術を取得できる
コースを設けています。 

●営農体験ファームスティ事業 
 （財団法人えひめ農林漁業担い手育成公社） 
　都市青年や学生（40歳未満）等を対象に、県内先進農
家等で10日間の体験研修を実施します。 
 
 
 
●営農インターン推進事業 
 （財団法人えひめ農林漁業担い手育成公社） 
　愛媛県内で、就農予定又は確実な方（40歳未満）を対象
に実務研修を実施します。 

県段階の支援措置 

えひめの就農支援相談窓口 

農業の仕組みや制度を勉強 

総合 
窓口 

先進農家で農業体験 

本格的な農業研修 

・新規参入者対象の長期コース（1年以上２年以内、7.5万円/月　助成） 

新・農業人フェア 
東京（9/1・2/10）出展 
大阪（10/14・3/10）出展 



EHIME Special「
青
い
レ
モ
ン
の
島
」
―
瀬
戸
内
海
に
浮
か

ぶ
小
島
・
岩
城
島
（
旧
・
岩
城
村
、
現
・
上

島
町
岩
城
地
区
）
に
古
川
泰
弘
さ
ん
（
37
歳
）

が
妻
・
由
希
子
さ
ん
と
訪
れ
た
の
は
、
２
０

０
３
年
春
。
柑
橘
の
花
の
香
り
に
あ
ふ
れ
た

島
は
、
青
い
海
に
囲
ま
れ
て
い
た
。「
こ
こ
に

住
み
た
い
。
定
住
し
て
農
業
を
や
り
た
い
」。

岩
城
村
役
場
（
当
時
）
に
手
紙
を
書
い
た
。

返
っ
て
き
た
言
葉
は
、「
農
業
で
生
計
を
立
て

る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
負

け
ん
気
に
火
が
つ
い
た
。「
何
が
何
で
も
や
っ

て
や
る
」。

泰
弘
さ
ん
は
03
年
７
月
、
岩
城
島
に
移
住

し
た
。
04
年
１
月
ま
で
、
譛
え
ひ
め
農
林
漁

業
担
い
手
育
成
公
社
の
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
農
家
を
手
伝
い
な
が
ら
農
業
研
修
を

受
け
た
。
04
年
度
１
年
間
は
、
県
公
社
事
業

の
営
農
イ
ン
タ
ー
ン
推
進
事
業
で
県
果
樹
試

験
場
岩
城
分
場
の
研
修
（
月
額
７
万
５
０
０

０
円
の
助
成
）。
仕
事
の
都
合
か
ら
半
年
遅
れ

で
移
住
し
た
由
希
子
さ
ん
も
04
年
度
１
年
間
、

同
事
業
で
農
家
研
修
に
入
っ
た
。

二
人
と
も
京
都
市
出
身
。
共
働
き
で
20
代

の
こ
ろ
は
「
ボ
タ
ン
一
つ
で
お
湯
が
沸
き
、

お
金
が
あ

れ
ば
何
で

も
買
え
る
」

都
会
生
活

を
楽
し
ん

で
い
た
。

「
農
業
は
何

も
知
ら
な

か
っ
た
し
、

興
味
も
な
か
っ
た
」。

共
通
の
趣
味
は
、
ス
キ
ュ
ー
バ
・
ダ
イ
ビ

ン
グ
。
海
と
自
然
に
親
し
み
、
島
の
生
活
に

触
れ
る
う
ち
に
、
レ
ー
ル
の
上
に
乗
っ
た
都

会
生
活
が
「
つ
ま
ら
な
い
人
生
」
に
思
え
て

き
た
。
二
人
で
沖
縄
な
ど
の
島
を
巡
り
、
移

住
先
を
探
し
た
。
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
レ

モ
ン
を
取
り
寄
せ
て
い
た
岩
城
島
だ
。

泰
弘
さ
ん
、
由
希
子
さ
ん
は
、
05
年
４
月

か
ら
本
格
的
に
農
業
を
始
め
た
。
就
農
時
に

柑
橘
園
75
諱
を
借
り
受
け
た
。
現
在
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
栽
培
の
レ
モ
ン
が
20
諱
、
ハ
ウ
ス

せ
と
か
５
諱
、
ハ
ウ
ス
・
ト
マ
ト
３
５
０
㎡

（
７
０
０
本
、
収
穫
２
覈
目
標
）、
温
州
み
か

ん
20
諱
、
露
地
の
レ
モ
ン
、
せ
と
か
、
不
知

火
、
ハ
ッ
サ
ク
、
露
地
野
菜
な
ど
。

「
農
業
は
生
命
の
み
な
も
と
、
つ
ま
り
生
命

そ
の
も
の
を
つ
く
る
産
業
」
と
い
う
自
負
が

あ
る
。
そ
し
て
、「
農
業
だ
け
で
な
く
、
離
島

と
海
、
自
然
を
上
手
に
楽
し
み
た
い
」。

レ
モ
ン
の
ハ
ウ
ス
栽
培
技
術
は
、
果
樹
試

験
場
岩
城
分
場
が
開
発
し
た
。
通
年
で
出
荷

販
売
で
き
る
。
古
川
さ
ん
は
、
レ
モ
ン
な
ど

の
柑
橘
類
と
野
菜
類
を
、
自
ら
販
路
開
拓
し

て
京
都
市
の
ス
ー
パ
ー
や
千
葉
県
の
ス
ー
パ

ー
な
ど
に
直
接
販
売
し
て
い
る
。

農
業
経
営
は
、
生
産
・
販
売
・
経
理
が
し

っ
か
り
す
れ
ば
成
り
立
つ
と
い
う
。
昼
間
は

二
人
で
生
産
・
栽
培
管
理
作
業
、
夜
は
泰
弘

さ
ん
が
販
売
・
営
業
活
動
、
由
希
子
さ
ん
が

経
理
。
泰
弘
さ
ん
は
、
昼
間
の
作
業
を
終
え

る
と
、
車
で
京
阪
神
に
ま
で
営
業
活
動
に
出

る
。
愛
媛
県
今
治
市
と
広
島
県
尾
道
市
を
結

ぶ
本
四
架
橋
の
自
動
車
道
「
し
ま
な
み
海
道
」

が
あ
る
が
、
岩
城
島
に
は
通
っ
て
い
な
い
。

フ
ェ
リ
ー
で
渡
り
、
京
阪
神
に
出
掛
け
る
。

05
年
度
の
販
売
額
は
３
０
０
万
円
、
06
年

度
の
目
標
は
５
０
０
万
円
。
販
路
を
開
拓
し

て
、
売
上
高
を
伸
ば
し
続
け
た
い
と
い
う
。

農
業
を
始
め
て
間
も
な
い
が
、「
進
む
べ
き

道
は
決
ま
っ
た
」。
法
人
経
営
に
し
て
人
を
雇

い
た
い
。
島
の
農
家
は
、
経
営
主
が
造
船
所
な

ど
へ
働
き
に
出
て
、
農
業
は
主
婦
の
仕
事
。
労

働
力
は
間
に
合
っ
て
い
な
い
し
、
高
齢
化
な
ど

か
ら
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
。
島
の
農
家

の
作
業
を
受
託
し
て
、
販
売
活
動
も
活
発
に
し
、

レ
モ
ン
の
島
を
活
性
化
し
た
い
。
島
と
海
の
美

し
さ
を
守
り
た
い
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
だ
。

新
規
就
農
の
成
否
は
、「
や
る
気
」
と
「
家

族
の
協
力
」
と
「
地
域
の
人
た
ち
と
の
信
頼

関
係
」
に
あ
る
と
古
川
さ
ん
は
い
う
。

レモンを手にする古川泰弘さん、由希子さん

就農１年目を支えたトマトのハウスで

レ
モ
ン
の
島
に
思
い
を
重
ね
て

愛
媛
県
上
島
町
　
古
川
泰
弘
さ
ん

由
希
子
さ
ん

法
人
経
営
を
検
討
中

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

レ
モ
ン
中
心
の
カ
ン
キ
ツ
栽
培

果
樹
試
験
場
分
場
で
研
修

＜愛媛県東予地方・自治体の支援＞

●上島町農林漁業インターン事業
①上島町に転入し10年以上居住する意
思のある農林漁業を営もうとするお
おむね50歳以下の人
②経営ノウハウや技術を習得するため
の研修期間の２年以内について、月
額10万円の研修費を支給

【問い合わせ先】
上島町　岩城総合支所　産業建設課
〒794-2492 越智郡上島町岩城1427
蕁 0897（75）2500



EHIME Special倉
本
正
勝
さ
ん
（
56
歳
）
が
愛
媛
県
久
万

高
原
町
に
新
規
参
入
し
て
６
年
目
に
な
っ
た
。

最
初
の
１
年
間
（
２
０
０
１
年
度
）
は
、
久

万
高
原
農
業
公
園
ア
グ
リ
ピ
ア
内
の
研
修
セ

ン
タ
ー
の
温
室
で
、
ト
マ
ト
養
液
栽
培
を
研

修
。
２
年
目
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
温
室
５
棟
（
15

諱
）
で
大
玉
ト
マ
ト
３
０
０
０
本
を
養
液
土

耕
栽
培
し
、
農
協
共
販
（
ブ
ラ
ン
ド
名
「
久

万
高
原
ト
マ
ト
」）
で
主
に
京
阪
神
市
場
に
出

荷
し
て
い
る
。

倉
本
さ
ん
の
ト
マ
ト
生
産
実
績
は
、
生

産
４
年
目
の
05
年
度
が
約
10
ト
ン
。
今
や
、

立
派
な
ト
マ
ト
生
産
農
家
で
あ
る
。

１
本
の
ト
マ
ト
に
13
段
目
ま
で
実
を
な
ら

せ
、
７
月
初
め
か
ら
10
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
４

カ
月
間
出
荷
す
る
。

３
０
０
０
本
の
ト
マ
ト
は
、
１
本
ご
と
に

生
育
が
少
し
ず
つ
違
う
。「
こ
れ
は
、
少
し
細

い
で
し
ょ
う
。
水
を
欲
し
が
っ
て
い
る
」「
こ

れ
は
、
太
い
。
栄
養
状
態
も
ち
ょ
う
ど
い
い
」

倉
本
さ
ん
は
い
う
。
―
―
ト
マ
ト
は
、
栽

培
管
理
に
ち
ょ
っ
と
手
を
抜
く
と
、
い
ろ
い

ろ
な
形
で
表
れ
て
く
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
作
物
。

ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
、
体
（
茎
葉
）
に
ぶ
つ

ぶ
つ
が
出
て
く
る
。
実
が
付
く
と
、
体
（
茎
）

が
細
っ
て
、「
餌
（
養
分
）
を
く
れ
」
と
叫
ぶ
。

寒
く
な
る
と
、
生
長
点
付
近
が
紫
色
に
な
る
。

栄
養
が
多
過
ぎ
る
と
、
太
く
上
に
伸
び
て
、

暴
れ
る
。

倉
本
さ
ん
の
語
り
に
は
、
ト
マ
ト
へ
の
愛

情
が
あ
る
。
ト
マ
ト
に
魅
せ
ら
れ
た
人
が
、

こ
こ
に
い
る
。

倉
本
さ
ん
は
、
計
測
機
器
製
造
メ
ー
カ
ー

の
営
業
マ
ン
だ
っ
た
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
の

研
究
セ
ン
タ
ー
で
産
官
学
協
同
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
た
こ
ろ
、
居
住
地
の
龍
ヶ
崎
市
で

市
民
農
園
（
３
諱
ほ
ど
）
を
借
り
た
。
龍
ヶ

崎
市
も
ト
マ
ト
の
産
地
。
近
所
の
農
家
が
作

る
ト
マ
ト
に
興
味
を
覚
え
て
、
市
民
農
園
で

ト
マ
ト
を
作
っ
た
。

も
っ
と
本
格
的
に
ト
マ
ト
栽
培
を
し
た
い
。

茨
城
大
学
農
学
部
の
新
規
就
農
コ
ー
ス
に
も

通
っ
た
。
市
民
農
園
も
５
年
目
、
農
業
（
ト

マ
ト
）
へ
の
思
い
が
募
っ
た
こ
ろ
、
会
社
が

早
期
退
職
を
募
り
始
め
た
。

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
愛
媛

県
久
万
町
（
現
・
久
万
高
原
町
）
を
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
。
久
万
高
原
農
業
公
園
（
久
万

高
原
農
業
公
社
）
研
修
セ
ン
タ
ー
が
Ｉ
タ
ー

ン
研
修
生
に
月
15
万
円
の
研
修
手
当
を
出
す

制
度
も
魅
力
だ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
規
定
で
は
「
40
歳
未
満
」

で
農
業
研
修
２
年
間
。
倉
本
さ
ん
は
こ
の
と

き
、
50
歳
に
な
り
か
け
て
い
た
。「
無
理
を
い

っ
て
、
私
の
た
め
に
規
定
を
変
え
て
も
ら
っ

た
。
研
修
期
間
も
１
年
間
に
し
て
も
ら
っ
た
」

（
倉
本
さ
ん
）。

「
今
か
ら
思
え
ば
、
定
年
後
に
就
農
し
た
ほ

う
が
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
は
ず
」
と
倉

本
さ
ん
は
い
う
。
し
か
し
、「
そ
の
と
き
決
断

し
、
農
業
を
始
め
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
」。

「
一
生
懸
命
努
力
し
た
も
の
が
実
を
結
び
、
収

穫
で
き
て
、
販
売
し
、
お
金
に
な
っ
た
と
き

は
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
」。

就
農
に
大
反
対
だ
っ
た
奥
さ
ん
も
、
今
は

ト
マ
ト
栽
培
を
手
伝
っ
て
い
る
。「
芽
か
き
や

摘
果
、
収
穫
な
ど
細
か
い
仕
事
は
、
女
性
の

ほ
う
が
適
し
て
い
る
」（
倉
本
さ
ん
）。

トマトの魅力を語る倉本正勝さん

ト
マ
ト
に
魅
せ
ら
れ
て

―
―
営
業
マ
ン
か
ら
転
身

愛
媛
県
久
万
く

ま

高
原
町

こ
う
げ
ん
ち
ょ
う

倉
本
正
勝
さ
ん

＜愛媛県中予地方・自治体の支援＞

●久万高原農業公園研修センター研修制度
①久万高原町内で新規就農したい者に対し
て「久万高原農業公園研修センター」で
の農業研修機会を提供し、農業の担い手
を育成する対象
・おおむね50歳以下の者
・終了後に、久万高原で就農すること
・研修期間はおおむね2年
・研修品目については施設園芸による、
トマト、イチゴ、花き、ホウレンソウ
の栽培を志す者
・ある程度の就農準備金を有する者
②研修補助金※
・町内出身者　12万円
・Ⅰターン者　15万円
③農業機械・施設整備補助金※
・就農時の機械購入、施設整備のリース
を受ける際、300万円もしくは事業費
の60％のいずれか低い額を補助金とし
て交付

④新規就農初年度の生活費貸与（無利子）
・月額本人15万円（以内）、配偶者5万円
（以内）、第一子3万円（以内）、第二子
2万円（以内）

⑤住居対策
・Ⅰターン者独身者であれば、後継者独
身寮を斡旋
※注：ただし、就農開始後5年未満に営農
活動を中止した場合は、返還の必要あり

【問い合わせ先】
（社）久万高原農業公社
〒791-1212 上浮穴郡久万高原町下畑野川甲
500
蕁 0892（41）0040

ト
マ
ト
に
魅
せ
ら
れ
た

営
業
マ
ン
か
ら
転
身

収
穫
・
販
売
の
喜
び

トマトはデリケート。作業に手は抜かない



EHIME Special山
岡
亨
さ
ん
（
41
歳
）
は
、
内
子
町
石
畳

地
区
に
新
規
参
入
し
て
、
無
農
薬
・
無
化
学

肥
料
・
不
耕
起
・
草
生
栽
培
の
自
然
農
法
、

自
然
養
鶏
、
炭
焼
き
を
実
践
し
て
い
る
。
飯

米
用
の
水
田
が
13
諱
、
野
菜
約
30
種
を
栽
培

す
る
畑
が
50
諱
、
自
然
養
鶏
の
採
卵
鶏
３
０

０
羽
。
他
に
茶
道
炭
の
生
産
・
販
売
を
す
る
。

山
岡
さ
ん
家
族（
夫
婦
、
子
供
２
人
）が
内

子
町
へ
の
移
住
を
決
心
し
た
の
は
、
田
舎
暮
ら

し
、
農
的
暮
ら
し
を
求
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

長
女
が
小
児
ぜ
ん
そ
く
で
、
都
会
は
子
供
を
育

て
る
環
境
で
は
な
い
と
夫
婦
で
話
し
合
い
、
新

規
就
農
フ
ェ
ア
や
林
業
フ
ェ
ア
に
も
通
っ
た
。
山

岡
さ
ん
が
松
山
市
出
身
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
愛

媛
県
の
相
談
ブ
ー
ス
を
訪
ね
た
。

山
岡
さ
ん
は
東
京
で
大
学
を
卒
業
、
そ
の

ま
ま
就
職
し
、
建
設
会
社
勤
務
の
後
、
歌
舞

伎
座
舞
台
譁
で
大
道
具
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
住
み
、
長
距
離
の
軈
通

勤
地
獄
軋
も
味
わ
っ
た
。

移
住
先
の
内
子
町
は
、
道
の
駅
「
か
ら
り
」

や
旧
市
街
地
の
保
存
な
ど
で
有
名
な
地
域
お

こ
し
の
町
。
な
か
で
も
石
畳
地
区
は
、
お
母

さ
ん
た
ち
の
民
宿
経
営
な
ど
で
活
気
の
あ
る

山
間
地
域
。
そ
の
な
か
で
、
山
岡
さ
ん
家
族

は
、
２
０
０
５
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
「
農

的
暮
ら
し
」
を
始
め
た
。

山
岡
さ
ん
は
、
譛
え
ひ
め
農
林
漁
業
担
い

手
育
成
公
社
の
営
農
イ
ン
タ
ー
ン
推
進
事
業

で
、
04
年
度
の
１
年
間
、
内
子
町
の
自
然
農

法
を
行
う
農
家
で
研
修
し
た
。
同
事
業
は
、

農
家
や
農
業
法
人
で
農
業
実
践
研
修
を
行
う

県
公
社
事
業
だ
が
、
研
修
手
当
月
額
７
万
５

０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
る
。

研
修
先
の
農
家
は
、
研
修
期
間
中
か
ら
山

岡
さ
ん
家
族
に
住
居
を
無
償
で
貸
し
て
く
れ
、

就
農
時
に
畑
50
諱
も
貸
し
て
く
れ
た
。
茶
道

炭
（
ク
ヌ
ギ
を
原
木
に
し
た
高
級
品
の
黒
炭
）

の
炭
焼
き
の
師
匠
で
も
あ
る
。

山
岡
さ
ん
の
経
営
は
、
自
然
養
鶏
の
卵
販

売
が
主
体
で
あ
る
。
道
の
駅
で
販
売
し
た
り
、

町
役
場
に
声
を
掛
け
た
り
し
て
、
固
定
客
が

付
く
よ
う
に
な
っ
た
。
野
菜
30
種
ほ
ど
を
段

ボ
ー
ル
箱
詰
め
で
セ
ッ
ト
販
売
。
不
耕
起
栽

培
の
自
然
農
法
の
た
め
、
年
間
を
通
じ
た
品

物
の
確
保
が
難
し
く
、
端
境
期
に
は
卵
や
コ

メ
、
炭
な
ど
も
入
れ
て
い
る
。
保
健
所
の
認

可
も
取
り
、
卵
を
使
っ
て
パ
ン
を
焼
き
、
道

の
駅
で
販
売
し
て
い
る
。

炭
は
、
研
修
先
農
家
（
お
師
匠
さ
ん
で
あ

り
、
大
家
さ
ん
で
も
あ
る
）
の
口
利
き
で
、

愛
媛
茶
道
炭
販
売
組
合
に
参
加
、
組
合
を
通

じ
て
販
売
し
て
い
る
。
１
ケ
ー
ス
（
５
キ
ロ
）

９
０
０
０
円
だ
。

炭
の
原
木
ク
ヌ
ギ
は

一
山
単
位
で
買
う
た

め
、
炭
焼
き
に
使
え
な

い
太
い
ク
ヌ
ギ
を
原
木

に
し
た
シ
イ
タ
ケ
栽
培

も
計
画
中
だ
。

民
宿
な
ど
で
構
成
す
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
取
り
組
む「
石
畳
地
区
を
考
え
る
会
」に

も
参
加
し
て
、
農
業
体
験
・
炭
焼
き
体
験
な
ど

も
計
画
中
だ
。
都
会
の
人
も
楽
し
め
、
地
元
の

人
も
楽
し
ん
で
、
あ
る
程
度
の
収
入
が
あ
る
。

そ
う
し
た
地
域
お
こ
し
へ
の
参
加
で
あ
る
。

就
農
先
の
市
町
村
や
地
元
地
域
に
新
規
参

入
者
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
体
制
が
あ
る
か

ど
う
か
で
、
就
農
・
移
住
の
成
否
が
決
ま
る
。

「
い
い
地
域
に
入
れ
た
」
と
い
う
。

体
が
慣
れ
な
い
最
初
の
１
年
間
は
し
ん
ど

い
が
、
慣
れ
て
く
る
と
農
業
・
田
舎
暮
ら
し

は
楽
し
い
。「
農
的
暮
ら
し
」
を
始
め
て
、
本

当
に
よ
か
っ
た
、
と
山
岡
さ
ん
は
い
う
。

山岡さんの経営の中心となるのが平飼いの自然養鶏

「
農
的
暮
ら
し
」
を
求
め
て

卵
・
野
菜
な
ど
を
直
販

自
然
農
法
の
農
家
で
研
修

「
農
的
暮
ら
し
」
を
楽
し
む

愛
媛
県
内
子
町
　
山
岡
亨
さ
ん

＜愛媛県南予地方・自治体の支援＞

●鬼北町新規就農促進事業
①（社）鬼北町農業公社研修生募集条件
・40歳未満
・研修終了後５年以上鬼北町で農業に従事
②農業研修補助金
・町内在住者12万円
・町内以外15万円
③農業機械・施設整備補助金支給
・事業の60％以内、もしくは、300万円の
いずれか低い額

【問い合わせ先】
鬼北町 産業課
〒798-1395 北宇和郡鬼北町近永800-1
蕁 0895（45）1111

（社）鬼北町農業公社
〒798-1323 北宇和郡鬼北町岩谷352-1
蕁 0895（30）6521

●松野町新規就農促進条例
①研修生の募集条件
・おおむね18歳以上～45歳未満
②研修内容
・水耕栽培研修　・花苗生産研修
③支援措置
・研修期間２年　・研修補助金月額12万円
・農地等の斡旋

【問い合わせ先】
松野町産業振興課
〒798-2192 北宇和郡松野町松丸343
蕁 0895（42）1111

（株）松野町農林公社
〒798-2111 北宇和郡松野町吉野222
蕁 0895（42）2103
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棚田の13アールの水田。水田を耕す
ことなく田植えする


